
- 1 - 

                                                           平成 2 4年８月２日  

 

各 関 係 機 関 の 長 様  

 

広島県農林水産局長 

（農 業 技 術 課） 

 

平成24年度病害虫発生予察情報注意報第２号について（通知）  

 

このことについて，次のとおり発表します。  

---------------------------------------------------------------------------- 

平成24年度病害虫発生予察情報注意報第２号  

 

平 成 2 4 年 ８ 月 ２ 日 

広 島 県 農 林 水 産 局  

 

【 作 物 名 】 水稲（中生種）  

 

【 病害虫名 】 セジロウンカ 

 

１ 適用地域  県南部及び県中西部（別紙，地帯区分表を参照） 

 

２ 発 生 量  多  

 

３ 防除時期   幼穂形成期から穂ばらみ期 

株あたり平均寄生幼虫数が10頭を超えたら，ただちに防除を行う 

 

４ 根     拠 

（１）７月上旬から中旬にかけて，セジロウンカの断続的な飛来が見られ，県南部に設置している予

察灯において，７月第１半旬及び第３半旬にまとまった飛来が確認された（表２）。 

（２） ７月下旬に行った巡回調査の結果，県南部及び県中西部における発生地点率は 100％（平

年 93.6％），平均発生程度※は 3.37（平年 2.11）で，発生地点率，平均発生程度ともに注

意報を発表した平成 15 年及び平成 22 年を上回る，過去 10 年で最も多い発生であった（表

３）。  

（３） ７月下旬の巡回調査では, 株あたりの平均寄生幼虫数が 10 頭を超えるほ場は，27.8％で

あった。セジロウンカの発育ステージは，中老齢幼虫期であり，次世代の発生盛期には，

さらに発生量の増加が予想される。また,幼穂形成期～穂ばらみ期において，要防除水準（10

頭／株）を超えるほ場の割合は，３割以上と予想される。 

（４） 長期残効型箱粒剤施用ほ場でも多発生が認められており，被害の発生が予想される。 
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（５） 気象予報（広島地方気象台７月 27 日発表，１か月予報）によると，向こう１か月間は，

平年に比べ晴れの日が多く，平均気温は高い確率が 50％と予想されており，セジロウンカ

の発生に好適である。  

 

※  平均発生程度：表１の株当たりの生息虫数の程度によって，次の算式によって求められ

るセジロウンカの発生量を示す指標である。平均発生程度 1.00 は，発生が認められなか

ったことを示し，数値が大きくなるほど，株当たりの生息虫数及び生息が認められる株数

が多いことを表す。 

 

表１ 株当たり生息虫数によるセジロウンカの程度区分                （単位：頭） 

程 度 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

株当たり生息虫数 0 1～2 3～5 6～10 11～50 51～100 101～ 

 

   【算式】 

25 株について，セジロウンカの生息虫数を調査した結果，それぞれの程度別の株数が，

Ⅰ：10 株，Ⅱ：12 株，Ⅲ：３株であった場合 

     平均発生程度＝（(１×10 株)＋(２×12 株)＋(３×３株)）／25 株＝1.72 

 

 

５ 防除上の注意事項 

（１） ほ場内をよく見てまわり，稲株で生息するセジロウンカの払い落とし調査を行い，株当

たりの虫数が平均 10 頭を超えるほ場では，直ちに防除を行う。  

（２） 県南部及び県中西部以外の地域でも，一部で発生の多いほ場が認められるため，発生状

況を確認し，要防除水準を上回る発生が認められる場合には，直ちに防除を行う。 

（３） 薬剤散布については，農薬使用基準（使用濃度，使用回数，収穫前使用日数等）を遵守

するとともに，周辺作物への飛散防止対策を徹底する。 

（４） なお，最新の農薬情報は，農林水産省ホームページの「農薬コーナー」の「農薬登録情報検

索システム（http://www.acis.famic.go.jp/searchF/vtllm001.html）」を参照のこと。 

（５） 飼料用稲及び新規需要米として育成された多収米の一部の品種では，セジロウンカの増殖率

が高くなるので，発生状況に注意する。また，防除を行う際は，農林水産省の「稲発酵粗飼料

生産・給与技術マニュアル」や「多収米栽培マニュアル」を参照のこと。 

 

 

表２ 県南部の予察灯におけるセジロウンカ誘殺状況           （単位：頭） 

調査地点 

調査時期（上段：月，下段：半旬） 

６月 ７月 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ 

呉市安浦町 1 0 0 0 111 2 48 0 0 

福山市駅家町 0 0 0 0 3 6 14 1 0 

（注）呉市安浦町の７月第５半旬は，７月 22 日までのデータによる。 

 

表３ 県南部，中西部におけるセジロウンカ発生状況（７月下旬巡回調査結果） 

  H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 平年 

発生地点率（％） 100  64.3  100 100 100 100 100 94.9  92.3  100 85.0  93.6 

平均発生程度 3.37  1.13  2.50  1.71  1.67  2.54  2.36  2.83  1.85  3.11  1.40  2.11 

（注）平均発生程度が大きいほど，株あたりの生息虫数が多く，さらに生息株率が高いことを示す。 

 

http://www.acis.famic.go.jp/searchF/vtllm001.html
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図１ セジロウンカ（成虫） 図２ ウンカ類の産卵痕（褐色部分） 

○市町は，この情報を生産団体等関係者へ伝達のこと。 
○詳細は，農業技術課（082-513-3559），各農業技術指導所（西部 082-420-9662，東部
084-921-1311，北部 0824-63-5181），県立総合技術研究所農業技術センター生産環境研究部
（082-429-0521）へ問い合わせること。 

○ こ の 情 報 は ， 広 島 県 農 業 情 報 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム
（http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/84/local-net.html）に掲載している。 
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（別紙） 

水稲病害虫発生予察情報の地帯区分 

地帯区分 該  当  市  町 

南 部 

広島市中区，広島市東区，広島市南区，広島市西区 

広島市安佐南区（沼田町，伴東，伴南，伴西，伴北，大塚西，大塚東を除く） 

広島市安佐北区（狩留家町，上深川町，深川町，深川，小河原町,倉掛，亀崎，真亀， 

        落合町，落合南町，口田町，口田南町） 

広島市安芸区（阿戸町を除く） 

広島市佐伯区（湯来町，杉並台を除く） 

大竹市 

廿日市市（玖島，永原，峠，友田，河津原，津田，浅原，虫所山，飯山，中道，栗栖，

吉和を除く） 

府中町，海田町，熊野町，坂町 

呉市，竹原市，江田島市 

東広島市安芸津町 

大崎上島町 

三原市（久井町，大和町を除く） 

尾道市 

因島市 

福山市 

府中市（上下町を除く） 

中東部 

三原市久井町 

世羅町 

府中市上下町 

神石高原町 

三次市（君田町，布野町，作木町を除く） 

庄原市（西城町，東城町，口和町，高野町，比和町を除く） 

中西部 

広島市安佐南区（沼田町，伴東，伴南，伴西，伴北，大塚西，大塚東） 

広島市安佐北区（狩留家町，上深川町，深川町，深川，小河原町，倉掛，亀崎，真亀，

落合町，落合南町口田町，口田南町を除く） 

広島市安芸区阿戸町 

広島市佐伯区（湯来町，杉並台） 

廿日市市（玖島，永原，峠，友田，河津原，津田，浅原，虫所山，飯山，中道，栗栖） 

安芸高田市（美土里町，高宮町を除く） 

安芸太田町（穴，坪野，津浪，加計，下筒賀，下殿河内，観音，上筒賀，中筒賀） 

東広島市（安芸津町を除く） 

三原市大和町 

北 部 

廿日市市吉和 

安芸高田市（美土里町，高宮町） 

安芸太田町（穴，坪野，津浪，加計，下筒賀，下殿河内，観音，上筒賀， 

中筒賀を除く） 

北広島町 

三次市（君田町，布野町，作木町） 

庄原市（西城町，東城町，口和町，高野町，比和町） 

 


